








































A Haiku Poet Kusatao Nakamura （1901-1983） rewrote the märchen （German folk-tale） “The 
Beaver” in 1949 and published it as the fairy tale “The star named Beaver” in 1977. This paper 
describes the process to the fairy tale from the marchen. 
  It is thought that this fairy tale and the novel “ The Last of the Mohicans”（1826） which is written by J・
F・Cooper have common features in respect of the composition, and the relation of characters. From the 
viewpoint of juvenile literature, it is seen that there are contents and expressions beyond understanding 
of children in this fairy tale. However, it is clear that it is work which should be handed down from 
generation to generation.





Creative Process from Märchen to Fairy Tale
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北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要　第２号　第１分冊
中村草田男『ビーバーの星』　
むかし、あるアメリカ・インディアン――北方
の、海岸からずっと遠のいた森林地帯に住む、あ
る種族――のあいだに、あるとくべつな言い伝え
が代々受けつがれ、また、それを正しくあかす事
実も、つぎつぎとあらわせていたことがありまし
た。
それは、こういう言い伝えでした。この種族の
なかのだれかの家に、新しく子どもが生まれたと
き、七日目の夜に、親はその子の胞衣を森林の奥
へたずさえいって、地中へうずめ、三日三晩だけ
そのままにしておく。すると、そのあいだにいろ
いろな動物がその地点の上をたまたま横切るであ
ろうが、いちばんはじめに横切った動物が、その
子の一生の『守護神』になる――というのです。
（中略）
とにかく、かれら北方のアメリカ・インディア
ンは、こんなわけで人ひとりのすききらいなどと
はかかわりなく、天なる神の意志のもとに、ある
動物と一体にならなければなりませんでした。し
かも、あくまで、その人とその動物とのたがいの
力のおよぶかぎりで。
このつながりをわたしたちは、よく宿命と申し
ます。けれどもわたしたちがよく耳をすますなら、
『宿命』ということばのひびきから、暗い重苦し
い一色の音色を聞きとるだけでなく、ほかのいろ
いろの音色をも、また同時にはつきりと聞きわけ
ることができるかもしれないのです。
しかしオトラップだけは、なっとくのいかなさ
に首をかしげるとともに、強い不快の情にとらわ
れないわけにはいきませんでした。〈世間体をお
もねったなんという形ばかりのふるまいだろう。
自分とほかのみなの誠実さを、どうして信じない
のだろう。〉そのくせゲプタは、そののちも試験
のうちあわせの会合のへやには、ほかの用でしば
しば出入りをしていたのです。
資料１
『海狸』と『ビーバーの星』対照表（下線は論者）
中村草田男『海狸』　
アメリカ・インディアン――といつても、北地
の、海岸からずつと遠のいた森林地帯に居住して
ゐる種族――の間に、太古のことですが、一種独
特の言ひ伝へが信念として代々受け継がれ、又、
それを証明するやうな、照応的事実の方も、次々
と自然にあらはれつゞけてをりました。
それは、かういふ信念と事実となのです。この
種族中の誰かの家に、新らしく子供が生まれたと
き、七日目の夜に、親はその子の胞衣を森林の奥
へ携へいつて、地中へ埋め三日三晩だけその儘に
して置く。すると、その間にいろんな動物がその
地点の上を偶然に横切るであらうが、一番最初に
横切つた動物が、その子供の一生の一種の「守護
神」になる――といふのです。
（中略）
兎に角、彼等北方のアメリカ・インディアンは、
こんなわけで個人的な好感などの一切事を超越し
て、天帝の意志の下に或る動物と一体にならなけ
ればなりませんでした。しかも、飽くまで限定さ
れたその人とその動物との相互の能力の範囲内だ
けで。
こゝで一言だけつけ加へて置きませう。読者の
中の齢の幼い人が、若し次に私ののべる物語の内
容を、永く記憶してゐて下さるならば――その人
は、成人した後に、「宿命」といふ言葉にぶつか
つた際に、その言葉のひゞきの中から、暗い単調
な一種類の音色を聞きとるだけでなくて、他のい
ろいろの音色をも、亦同時にハツキリと聴きわけ
ることが出来るかもしれないのです。
しかし、ヲトラップだけは、納得のいかなさに
首をかしげると同時に、強い不快の情にとらはれ
ざるを得ませんでした。「世間体だけに関心を持
つた何といふ、形式道徳なのだらう。自分及び他
人の誠実に対する何といふ信念の希薄さだらう」
しかもゲプタはその後も、試験官たちの試験方法
の打合せの会合の室へは、他の所用のためですが、
しばしば出入りしてゐました。
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メルヘンから童話への過程
資料２
児童文学作品としての評価にも関連するが、
『ビーバーの星』で送り仮名が施された箇所を列
挙すると次のようになる。
森林地帯、種族、言い伝え、代々、胞衣（えな）、奥、
三日三晩、横切る、守護神（まもりがみ）、五歳
（さい）、誕生日、武装、大部分、表情、現われる、
区別、自然、成長、人気（ひとけ）、空腹、進退、
瞬間、羽音、両眼、夢中、貧弱、結びつき、大元（お
おもと）、意志、信じる、最初、特定、代表、役、命、
逆、全体、必要、応じる、呼ぶ、近づける、宿命、
暗い、一色（ひといろ）、音色、以上、凶年、雨期、
穀物野菜、枝葉（えだは）、鳥獣、逃げる、産卵、
水量、漁（りょう）、立枯れ、食糧、問題、以外、
短い、漁猟、獣肉、氷、丸太小屋、冬眠、持久戦、
事件、不安、恐怖、変える、封じる、共同（きょ
うどう）、食糧倉（しょくりょうぐら）、荒らす、
肉類、肉片、破壊力、屠る、物影、怒り、絶望、
二十歳、独身、不幸、凶悪、裏、見張り、結果、
確信、告げ知らせる、餓死線、縦、無力、柄、突く、穴、
明かり、示す、氷上（ひょうじょう）、対岸、握り、
端（はし）、居場所、姿、触れる、下枝（しずえ）、
折れる、軽快、岸壁、一直線、一瞬、言語、巨大、
労役、影絵、大樹、海底、大株、怒張、勇気、穂
さき、気息、遠目、川床（かわどこ）、腹部、微妙、
頭部、展開、戦い、獣、息吹き、突進、凶年、若
さ、加わる、腕前、跳躍、一種、魔力、成功、結
晶、勢い、疾走、必至、消す、歯、魂、経験、問う、
対岸、化身、渦巻く、調子、移住、先祖、地味一
方、沈黙、印象、聖者、細面（ほそおもて）、厚さ、
平均、一重（ひとえ）、中央、瞳、唇、弓、武技、
一種、成人、方法、矢、的、難、試験官、不快、
情（じょう）、世間体（せけんてい）、誠実、裁判、
尾行、個人的感情、感嘆、労力、私する（わたく
し）、最善、相談、秘密、借りる、目撃、通い路（か
よいじ）、敏感、被害、半減、将来、依然、悪業、
前置き、トーテム柱（ポール）、像、卑劣、汚物、
部落、懸念、意識、忍ぶ、鯨油、腕木、相対（あ
いたい）、念、胸、殺す、無意味、防禦、相談、
悲しげ、上手（かみて）、段、下手（しもて）、低地、
距離、身軽、皮靴、背、帯、決然、急速、非常に、
敷物、舌、侵入、背後、位置、有利、条件、反る、
量、大小無数、川面（かわも）、氷塊、舟、追跡、
攻撃、悪寒、倍加、沈む、踏む、犠牲、一切、解氷、
恩恵、墓、被害、感謝、健康、当然、生命（せい
めい）、長老、世間、不明、真相、葬る、静かな
資料３
（『ビーバーの星』は論者が付加している）
1932（昭和７）年
5月　「愚かな林檎」
7月　「散紅葉」
9月　「藍色と桃色との夢」
10月　「夕寒い煙突―文字に依るムンクの絵の
模写」
11月　「夜桜――池田の結婚」
1933（昭和８）年
4月　「風船の使者」
8月　「洪水」
1934（昭和９）年
5月　「茶菓」
1946（昭和 21）年
4月　「ドラの薔薇」
11月　「梅雨晴れの像」
1948（昭和 23）年
6月　「石臼を廻す船歌」
10月　「一雲雀」
1949（昭和 24）年
1月　「磁石」
7月　「海狸」
1969（昭和 44）年
10月　『ビーバーの星』
1977（昭和 52）年
10月　『風船の使者』
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